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令和 8 年度 京田辺市文化振興計画実現モデル事業補助金 

事業実施の手引き 

事業の実施前に、必ず本手引きの内容をご確認ください。 

１ 補助金の概要 

（１）補助金の目的 

音楽やアート、伝統文化などの力を活かして、子育て・教育・福祉といった身近なテーマや、まちの
魅力づくりにつながる活動を後押しします。文化芸術の力で、京田辺のまちをもっと豊かにする活動
を応援する補助金です。 

（２）対象となる文化芸術の分野 

音楽、美術、写真、演劇、舞踊、文学、映画等のメディア芸術、芸能、伝統芸能、茶道、華道、書道
その他これらに類するもの、その他市長が適当と認めるもの。 

（３）補助メニュー（2 種類） 

 
① 文化芸術活動スタートアップ 

支援事業 
② 文化芸術による魅力創造・ 

展開事業 

こんな事に 

市内を拠点に、新規にまたは内容を拡
充して行う活動。地域課題の解決や、
市民の文化芸術活動の裾野拡大に資す
るもの 

文化芸術の力で、分野横断・多主体連
携・対外発信などにより、まちの魅力
創出・向上・波及効果が見込まれる事
業 

補助上限額 最大 10 万円 最大 50 万円 

補助率 対象経費の 2/3 以内 対象経費の 2/3 以内 

申請要件 ― 
概ね 3 年以上にわたり文化芸術活動を
行った実績を有する団体であること 

※算出された補助金の額に千円未満の端数があるときは、これを切り捨てます。 
※スタートアップ支援事業は、同一の補助事業への補助金の交付は連続する 3 年度を上限とします。複
数年度にわたって申請する場合は、年度ごとに申請を行い、審査を受けてください。 

（４）補助対象者（次の要件をすべて満たす団体） 

・ 京田辺市を拠点とした文化芸術等の活動を行う団体であること 

・ 事務局など活動の拠点が市内であること 

・ 3 名以上で構成され、構成員の過半数が京田辺市民であること 

・ 国又は地方公共団体が資本金、基本金その他これに準じるものを出資している団体でないこと 
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（５）対象とならない事業 

・ 関係者のみを対象とする事業 

・ 政治、宗教もしくは選挙活動を目的とする事業又は営利を目的とする事業 

・ 公序良俗に反する事業又は反するおそれがあると認められる事業 

・ 国、地方公共団体その他これらに準ずる団体が主催し、又は共催する事業 

・ 京田辺市から他の補助金等の交付を受けている事業 

（６）補助対象期間 

補助金の交付決定を受けた日から、令和 9 年（2027 年）3 月 31 日までに実施する事業が対象です。 

交付決定より前に終了した事業は、補助の対象外です。事業完了日までに発注・契約・購入・納品が
行われた事業経費が補助対象となります。支払は事業完了日以降でも構いませんが、実績報告書の提
出期限日には、支払を証明する書類（領収書等）の提出が必要です。 

 

２ 申請から交付までの流れ 

応募（申請） → 個別相談会（任意） → 審査会（プレゼンテーション） → 結果の通知 → 
事業の実施 → 実績報告 → 補助金額の確定 → 補助金の請求 → 補助金の交付 

（１）応募（申請） 

・ 応募期間：令和 8 年 6 月 15 日（月）～7 月 15 日（水）午後 5 時【必着】 

・ 提出方法：所定の用紙に必要事項を記入のうえ、期限内に【持参】により提出してください。 

・ 提出場所：京田辺市役所 市民部 文化・スポーツ振興課（市役所 4 階） 

【申請に必要な書類】 

・ 交付申請書（様式第 1 号） 

・ 事業計画書（様式第 2 号） 

・ 収支予算書（様式第 3 号） 

・ 申請団体情報（様式第 4 号） 

・ その他市長が必要と認める書類 

▼申請書のダウンロードはこちら 

https://www.city.kyotanabe.lg.jp/0000023875.html 
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（２）審査会 

・ 開催日：令和 8 年 7 月 21 日（火）午前 10 時～（ミライロ 2 階 多目的ルーム） 

・ 事業の内容を審査員に伝える「審査会」にご参加ください。申請書類と審査会で説明された内容を
もとに審査を行い、外部有識者の意見を踏まえたうえで、採択する事業を決定します。 

・ 1 団体あたりの審査時間は約 15 分です。 

【審査の評価項目】  

以下の観点を重視し、総合的に評価します。 
市の文化政策との整合性、市民への波及効果、事業の妥当性及び創造性、 
実現可能性、持続可能性 

（３）審査結果の公表・採択事業の案内 

・ 補助金の交付対象として採択された事業は、市ホームページで公表します。 

・ 令和９年３月中旬頃に、採択された事業について発表する「事業報告会」を予定しています。 

 

３ 実施に際しての留意点 

（１）事業実施期間について 

補助事業の実施期間は、補助金の交付決定を受けた日から、令和 9 年（2027 年）3 月 31 日（同一年
度の 3 月末日）までです。交付決定より前に終了した事業は補助の対象外となります。 

・ 事業完了日までに発注・契約・購入・納品が行われた事業経費が補助対象となります。 

・ 実績報告に必要な提出物については、補助事業が完了した日（完了日）の翌日から起算して 30 日
以内、又は完了日の属する年度の翌年度（令和 9 年度）の 4 月 10 日のいずれか早い日までに、提
出する必要があります。（詳細は、７ページ目「提出書類・証拠書類の準備について」参照） 

（２）事業実施時の安全対策について 

参加者等を対象とするイベント保険（催事保険）への加入について、必要に応じてご検討ください
（催事保険料は補助対象経費として計上できます）。 

（３）「文化芸術×事業づくり」個別相談会について 

事業の内容や進め方等について相談できる「個別相談会」を予定しています。 

【開催日時】※各日 10 時～16 時 1 団体 30 分程度 ※土曜日は 10 時～20 時まで 

・ 令和 8 年 
6 月 23 日（火）、24 日（水）、27 日（土）※、30 日（火） 
7 月 1 日（水）、7 日（火）、8 日（水）、10 日（金）、11 日（土）※、14 日（火） 

【相談担当】加納亜美子（京田辺市文化芸術プラットフォーム プログラム・コーディネーター） 

【相談内容】本補助金の申請書の書き方、事業の内容や効果的な実施方法など 
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【実施場所】対面（ミライロ）、またはメールでの回答 

【申込方法】QR コードまたは URL よりお申し込みください。 

▼「文化芸術×事業づくり」個別相談会  

https://forms.gle/Gg7pgoAV5Ep4Zte18 

※相談会への参加の有無は、補助金採択の審査には影響しません。 

 

（４）実施事業の内容等の変更について 

補助事業は、交付決定された内容で実施していただくことが原則です。次の場合は、あらかじめ市長
の承認が必要です（変更交付申請書（様式第 7 号）の提出）。 

・ 補助事業の内容又は経費の配分を変更しようとするとき（軽微な変更※を除く） 

・ 補助事業を中止し、又は廃止しようとするとき 

※「軽微な変更」とは、事業の目的及び内容の本質に影響を及ぼさない変更で、次のいずれかに該当
するものです。 

・ 事業実施日程、実施場所、実施体制その他事業運営上の変更で、市長が軽微と認めるもの 

・ 補助対象経費の費目間の配分変更で、各費目における増減が当該費目の 20 パーセント以内である
もの 

※その他の注意事項 

・ 補助金の額を増額する内容の変更を申請することはできません。 

・ 補助事業が予定の期間内に完了しない場合又は遂行が困難となった場合は、速やかに市長に報告 

し、その指示を受けてください。 

（５）申請者情報の変更について 

交付決定時の団体の代表者、所在地、役員、連絡先等が変更となった場合は、速やかに文化・スポー
ツ振興課までメールにてご連絡ください。 

・変更前（旧）と変更後（新）が分かるように記載してください。 

・変更の連絡は任意の様式で構いません。 

・申請者情報が変更されたまま届出がない場合、補助金をお支払いできないことがあります。 

（６）帳簿・証拠書類の保管について 

補助事業に係る収入及び支出を明らかにした帳簿を備え、証拠書類を整理してください。また、帳簿
及び証拠書類は、補助金額の確定日（補助事業の中止又は廃止の承認を受けた場合には、その承認を
受けた日）の属する年度の終了後 5 年間保管してください。 

・補助金は公金であり、監査等の対象となります。監査等の際には書類の提出を求める場合がありま
すので、書類は適切に整理・保管してください。 
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（７）調査及び成果の公表について 

・ 市長は、補助金の交付に必要があると認める時は、補助事業者に対して必要な報告を求めることが
できます。又は、職員が事業に係る帳簿等の書類を調査し、関係者に質問することができます。 

・ 市長は、補助事業の成果について、報道機関もしくは各種媒体等を通じて公表、又は事業報告会等
において発表を求めることができます。市から協力を求められた時は、ご協力をお願いします。 

・ 補助金の交付対象として採択された事業は、市ホームページで公表します。 

（８）補助金の返還について 

補助金は、その目的以外に使用してはなりません。補助金の交付決定の内容又は法令もしくはそれに
基づく市長の処分に違反したときは、補助金の全部又は一部を返還しなければなりません。 

（９）対象経費の確認について 

事業実施前に、本手引き「５ 補助対象経費」（別表）をご確認ください。補助対象の費目に該当する
経費であっても、請求書・領収書等の内容が不明なものや、「一式」とのみ記載され内容が確認でき
ないものは、補助対象外となります。 

（１０）チラシ・ポスター・ホームページ等の表示について 

事業実施に際し、WEB サイトやチラシ、ポスター等の広告媒体を作成する場合は、「令和 8 年度京
田辺市文化振興計画実現モデル事業補助金採択事業」等、補助金の対象事業である旨を記載してくだ
さい（文字の大きさや種類等の基準はありません）。 

 

４ 実績報告について 

（１）実績報告に必要な提出物 

・ 実績報告書（様式第 9 号） 

・ 事業実施報告書（様式第 10 号） 

・ 収支決算書（様式第 11 号） 

・ 補助対象経費の領収書又は支払った金額等が確認できる書類 

・ その他市長が必要と認める書類 

（２）提出期限 

補助事業が完了した日（完了日）の翌日から起算して 30 日以内、又は完了日の属する年度の翌年度
（令和 9 年度）の 4 月 10 日のいずれか早い日までに提出してください。 

（３）提出方法 

郵送または京田辺市役所 市民部 文化・スポーツ振興課に持参してご提出ください。 



6 
 

（４）提出書類・証拠書類の準備について 

ア 事業実施報告書（様式第 10 号） 

・ 事業実施報告書には、事業の参加人数や事業実施により得られた効果等を記載する必要がありま
す。事業実施前に参加人数のカウント等の準備を忘れないようにしてください。 

イ 収支決算書（様式第 11 号） 

・ 収支決算書に計上する補助金額は、交付決定額の範囲内としてください。事業実施に要した経費
が申請時の収支予算書を上回った場合でも、交付決定額を超えることはできません。 

・ 京田辺市補助金（c）は、支出合計（e）の 3 分の 2 以内（1,000 円未満切り捨て）、かつ申請区
分ごとの補助上限額（スタートアップ支援事業：10 万円／魅力創造・展開事業：50 万円）以内
としてください。 

・ 「内容説明（算出基礎等）」は、「一式」等の記載ではなく、できる限り単価・数量・用途等が
分かる形で記載してください（内訳が多い場合は別紙添付可）。 

ウ 領収書等（写し） 

・ 補助対象経費に係る領収書、又は支払った金額等が確認できる書類（写し）を提出してくださ
い。原本は自己保管してください。提出にあたっては、次の点にご注意ください。 

・ 領収書の宛名は、必ず申請書に記載された「団体名」としてください。「上様」や団体の構成員
個人名等、団体名以外の宛名の領収書は補助対象外となります。 

・ 領収書は、宛名・金額・但書（品名等）・発行年月日・発行者名がすべてそろっていることを確
認してください。 

・ 領収書は、「収支決算書」の「項目」ごとに「領収書貼付用台紙」へ貼り付け、収支決算書の記
載順に並べたうえで、各台紙に「領収書番号」（連番）を記載してください。（例：消耗品費が
6 番目で領収書が 3 枚ある場合は、6-1、6-2、6-3 など）。 

・ 領収書が発行できない場合は、レシートを領収書に代えることができます。領収書やレシートに
品名の詳細が表示されていない場合（例：「雑貨」「文具」等）は、台紙に品名の詳細と使途
（例：「ガムテープ（会場設営用）」）を手書きで追記してください。 

・ 請求書や納品書は、単独では領収書とはみなしません。ただし、実績報告までに領収書の発行が
間に合わない場合は、一旦請求書の提出をもって領収書に代えることができます。その場合は、
請求書を貼り付けた台紙に支払済である旨を記載し、領収書の発行後速やかにご提出ください。 

・ 口座振込により支払をした場合は、振込依頼票など振込金額と振込先が確認できる書類及び申請
者あての請求書を併せて提出いただくことで、領収書の提出に代えることができます。 

・ 提出いただいた書類だけでは支出の内容が確認できない場合や、支出を「一式」で計上している
場合は、追加資料の提出を求めることがあります。 

（５）補助金額の確定・請求・交付の流れ 

提出いただいた実績報告書の内容を市が審査し、交付すべき補助金の額を確定します。確定後、確
定通知書（様式第 12 号）をお送りしますので、その後、交付請求書（様式第 13 号）を市に提出し
てください。請求書を受理後、速やかに補助金を交付します。 
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５ 補助対象経費（別表） 

補助金の交付の対象となる経費は、補助事業の実施に要するもので、次表に定める費目のうち、市長が
補助事業の実施に必要があると認めるものです。なお、申請団体の構成員に対して支払う人件費・謝金
等は、補助対象外です。 

 

費目 内容 

消耗品費 
事業との関連性が認められるもので単価 3 万円未満（税込）の文具代、

インク代、用紙代 等 

印刷製本費 
印刷費（プログラム、入場券、チラシ、ポスター、アンケート用紙、デ

ザイン料、図録）、展示資料作成費 等 

通信運搬費 案内状、チラシ送付、出演者等への連絡に係る郵送料 等 

記録費 録画費、録音費、写真費 等 

宣伝費 広告宣伝費、宣伝デザイン料 等 

手数料 振込手数料 等 

保険料 参加者等にかかる催事保険料 等 

作品制作関連費 
ソリスト料、合唱料、指揮料、出演料、作詞・作曲料、演出料、音響・

照明料、舞台美術・衣装等デザイン料、著作権使用料、専門指導料 等 

謝金 

外部講師謝金、審査員謝金、手話通訳謝金、要約筆記謝金、託児謝金、

ガイドスタッフ謝金、会場整理員謝金 等 （※支出先が明確でない商

品券等の金券は、対象外とする。） 

委託料 警備、受付業務、会場整理業務 等 

使用料及び賃借料 会場及び施設使用料、付帯設備費、借上自動車代 等 

その他 市長が必要と認める経費 

（出典：京田辺市文化振興計画実現モデル事業補助金交付要綱 別表（第 4 条関係）） 

※対象経費に関する具体的な注意事項は、別紙「補助対象経費に関する注意事項」に記載しています。
あわせて必ずご確認ください。 
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記入例 
◉様式第１号 交付申請書 

◉様式第２号 事業計画書 

◉様式第３号 収支予算書 

◉様式第４号 申請団体情報 

◉様式第７号 変更交付申請書 

◉様式第９号 実績報告書 

◉様式第 10 号 事業実施報告書 

◉様式第 11 号 収支決算書 

◉様式第 13 号 交付請求書 

◉参考（任意様式）：領収書貼付用紙 

◉参考（任意様式）：出務管理表兼領収書（謝金） 
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別紙 

様式第１号（第６条関係） 

 

京田辺市文化振興計画実現モデル事業補助金交付申請書 

 

 年  月  日 

（あて先）京田辺市長  

申請者 

  団体の所在地 〒 

     団体名  

代表者職氏名  

代表者住所  

 

年度 京田辺市文化振興計画実現モデル事業補助金について、次のとおり補助金の交付

を受けたいので、関係資料を添えて申請します。 

申請する補助金の区分 

□ 文化芸術活動スタートアップ支援事業※ 

□ 文化芸術による魅力創造・展開事業 

※文化芸術活動スタートアップ支援事業を申請する場合のみ 

過去に本補助金のうち、文化芸術活動スタートアップ支援事業の

交付を受けたことがある場合は、補助年度を記入してください。 

（   年度、   年度） 

事 業 の 名 称 
 

補助金交付申請額                  円 

添 付 書 類  １ 事業計画書（様式第２号） 

 ２ 収支予算書（様式第３号） 

 ３ 申請団体情報（様式第４号） 

 ４ その他市長が必要と認める書類 

 

※ 以下を確認し、□にチェックをしてください。 

□ 申請者および申請団体の構成暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3 年法律第

77 号。以下「法」という。）第 2 条第 2号に規定する暴力団又は法第 2 条第 6 号に規定する暴力団

員もしくは京田辺市暴力団排除条例（平成 25 年条例第 20 号）第 2 条第 4号に規定する暴力団員等

ではありません。 

※ 本申請書の情報等は、京田辺市暴力団排除条例に基づき、申請内容等の確認のため必要に応じて関

係機関に提供および照会することがあります。 

  

 
提出日（持参日）を 
記入してください。 

領収書は団体名で受領してください。 
領収書の宛名が申請団体名でない領収書
は、補助対象外となります。 

 
申請区分のいずれか 1 つ
に☑を入れてください 

補助率は対象経費の 2/3 以内、千円未満は切り捨てです。 

 
団体・法人の役職名（代表、会長
等）を必ず記載してください。 
 

 ☑を忘れずに入れてください。 

 
該当する年度を記入 
してください 
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様式第２号（第６条関係） 

年度 事業計画書 

 

申請区分 □文化芸術活動スタートアップ支援事業 

     □文化芸術による魅力創造・展開事業 

 

                                      申請団体名                    

                   申請者名                                

                   申請事業名                   

 

１推進する文化振興計画の内容 

※該当する「基本目標－取組内容」の番号を記載してください。（複数可） 

 

 

２事業概要 

(1)事業内容要約 
（50文字程度） 

 

(2)文化芸術の範囲 
（複数選択可） 

□音楽 □美術 □写真 □演劇 □舞踊 □文学 □メディア芸術

（映画等） □芸能 □伝統芸能 □茶道 □華道 □書道 □その他 

(3)開催日時 

 

(4)開催場所 
（会場名、所在地） 

 

(5)事業実施者数 
（講師、スタッフ

等） 

 

(6)事業対象者数 
（参加者、入場者等
の人数） 

 

 

  

 
 申請する区分のいずれか 1 つに
☑を入れてください 申請事業名は、交付申請書（様式

第 1 号）と同一にしてください。 

採択時に WEB サイト等に掲載される項目です。事業の核心が一目で伝わるよう、
「誰に・何をして・どんな効果を生むか」を的確に記載してください。 

日時場所が申請時に確定していない場合は、現時点での検討内容を記入してくだ
さい。 

 該当する年度を記入してください 
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３事業詳細 

(1)事業の目的  
事業実施によって地域でどのようなことを実現したいか、地域にどういった効果を及ぼしたいか
記載してください。 

 

 

(2)事業の内容  
・「(1)事業の目的」を達成するためにどのような事業を実施するのか詳細に記載してください。 
・収支予算書に記載の補助対象経費で実施する事業について記載してください。 

 

 

(3)参加者の費用負担の有無 
・無料・有料の別を記載してください。 
・有料の場合（入場料、参加費等を設定している場合）は詳細を記載してください。 

 

 

(4)事業の実施スケジュール 
準備（打合せ、リハーサル等）から本番までのスケジュールを詳細に記載してください。 

 

 

(5)広報について 
・今回の事業についてどのような手段（チラシ配布、SNS での告知等）で広報を行うか記載して
ください。 
・広報の際に工夫する点についても記載してください。 

 

 

(6)新規・拡充項目 
新規事業の場合はその旨、これまで実施した事業から内容を拡充する場合はその内容を記載して
ください。 

 

 

(7)今後の事業方向性 
次年度以降に事業がどのような状況となることをめざしているか記載してください。 

 

 

※必要に応じて記入欄を拡大して記載いただいても構いませんが、「事業計画書」の合計枚数が 4枚以
下となるようにしてください。 
  

今回申請する事業の内容について記載してください（過去の実績や次年度以降の構想ではありません）。 

これまで実施した事業を拡充する場合は、従来の内容と比べて「どの部分を・どのように」拡充するのかが
分かるように記載してください。 

 
次の点を箇条書きで分かりやすく記載してください。 

・この事業を通じて、地域でどのようなことを実現したいか 
・地域や参加者にどのような効果を及ぼしたいか  など 

 
・準備から本番までの流れを、時系列にして箇条書きで記載してください。 
・実現可能性の判断に繋がるため、適宜日付なども入れてください 

例）5/10 打合せ → 6/末  広報・募集 → ８/15 リハーサル → 9/1 本番 など 
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様式第３号(第６条関係)  

年度 収支予算書 

 収入 (単位 円)  

支出 (単位 円) 

項 目 予 算 額 
左のうち京田辺

市補助金充当額 
内 容 説 明( 算 出 基 礎 等 ) 

補 

助 

対 

象 

経 

費 

消耗品費 
 
印刷製本費 
通信運搬費 
保険料 
謝金 
使用料及び賃借料 

 
 

8,000  
 

18,000  
3,000  
5,000  

60,000  
24,000  

   

0  
 

0  
0  
0  

60,000  
18,000  

画用紙@50 円×100 枚＝5,000 円 
カラーペン @250 円×12 本＝3,000 円 
チラシ印刷 @18 円×1,000 枚＝18,000 円 
チラシ送付 郵送料@100 円×30 箇所＝3,000 円 
催事保険料 参加者 60 名×1 日分 5,000 円 
外部講師謝金 @20,000 円×3 回＝60,000 円 
会場使用料 @4,000 円×6 回＝24,000 円 

支出合計(e) 118,000  78,000   

収支予算書は１枚にまとめてください。(内訳が多い場合は、別紙を添付してそちらに詳細

を記入してください。) 

 

  

  申請団体名        

 申請事業名        

収 入 の 種 類 予 算 額 内 容 説 明( 算 出 基 礎 等 ) 

入場料・参加料 30,000 ワークショップ参加料 @500 円×60 人＝30,000 円 

民間団体からの協賛

金、寄附金等 
  

国・地方公共団体から

の補助金等 
  

その他収入 
 

 

上記小計(a)  30,000  

自己負担額(b)  
10,000  

京田辺市補助金(c)  
78,000 

≦(e)×2/3 (1,000 円未満切り捨て) 

≦申請区分ごとの補助上限額 

収 入 合 計   

(d)=(a＋b＋c) 
118,000 

 

 
「一式」ではなく、単価×数量など算出根拠が
分かる形で記載してください。 

 
「支出合計(e)の 2/3 以内（1,000 円未満切り捨て）」
かつ「申請区分の上限額（スタートアップ 10 万円／
魅力創造・展開 50 万円）以内」に収めてください。 

収入合計(d)と支出合計(e)が必ず一致するようにしてください。 

「補助対象経費」の費
目と同じ名称で記載し
てください。 

単価・数量・用途が分かるよう具体的に
記載してください。  

各経費のうち補助金を充てる額を記載し、
その合計が補助金(c)と一致するように 
してください。 

 該当する年度を記入してください 
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様式第４号（第６条関係） 

申請団体情報 

 

申請団体名                 

団体代表者名                

申請事業名                 

 

１．団体情報 

団 体 名 

（ふりがな） 

 

電 話 番 号 
 

F A X 
 

E - m a i l  

設 立 年 月 日 年   月   日 

団 体 種 別  営利法人 非営利法人 任意団体 その他（     ） 

沿 革 

 

 ※団体の定款および団員名簿を添付してください。 

 

２．連絡担当者 

連 絡 担 当 者 

氏 名 
（ふりがな） 

 

役 職  

電 話 番 号  

携帯電話番号  

E - m a i l  

 

  

 
様式第１号（交付申請書）に記載
した申請者名と必ず同一にしてく
ださい。 

 

団体を設立した年月日を記載して
ください。任意団体で正確な日が
不明な場合は、活動を開始した年
月をご記入ください。 

 

該当する種別を一つ選んで○で囲
んでください。「その他」を選ん
だ場合は、括弧内に具体的な種別
を記入してください。 

これまでの主な活動内容や実績を簡潔に記載してください。スタートアップ支
援事業を申請する場合も、設立からの経緯が分かるようにご記入ください。 

 

事業に関する市からの問い合わせ
などに、対応が可能な担当者の氏
名を記載してください。代表者と
異なっても構いません。 
 

 

日中に連絡が取りやすい番号を記載
してください。書類の不備等につい
て、メールまたは電話でご連絡する
ことがあります。 

 

【添付必須】です。名簿は氏名、生年
月日、住所が必要です。３名以上の 
団体で構成員の過半数が京田辺市民で
あることが条件となります。 
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様式第７号（第１１条関係） 

    年  月  日 

（あて先）京田辺市長 
                       団体名          

代表者氏名        

京田辺市文化振興計画実現モデル事業補助金変更交付申請書 

    年  月  日付けで文書番号により交付決定された京田辺市文化振興計画 

実現モデル事業の内容を下記のとおり変更したいので、京田辺市文化振興計画 

実現モデル事業補助金交付要綱第１１条第１項の規定により、関係書類を添えて 

申請します。 

 

記 

 

変更内容 

 

 

 

変更理由 

 

 

 

交付決定額             円 

交付申請額             円 

 
※添付書類 
（１）変更後の事業計画書 
（２）変更後の収支予算書 

  

 
当初の交付決定通知書に記載され
た金額を記載してください（変更
後の額ではありません）。 

 
変更後に申請する補助金額を記載してください。補
助率（補助対象経費の３分の２以内）および申請区
分の上限額の範囲内であることをご確認ください。 

 変更後の事業計画書（様式第２号）と 
収支予算書（様式第３号）を必ず添付してください。 
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様式第９号（第１２条関係） 

京田辺市文化振興計画実現モデル事業補助金実績報告書 

    年  月  日  

（あて先）京田辺市長 

所在地 〒 
 
団体名 
代表者職氏名 

年度 京田辺市文化振興計画実現モデル事業補助金について、次のと

おり関係書類を添えて、報告します。 

補助金の申請区分 
 

事 業 名 称 
 

交 付 決 定 年 月 日付け通知 京文第 号 

補助金交付決定額 円 

変更交付決定(※) 年 月 日付け通知 京文第 号 

補助金変更交付決定額(※) 円 

 

 

 

実 績 の 概 要 

（内容、効果等） 

 

 

添 

 

付 

 

書 

 

類 

 
１ 事業実施報告書（様式第１０号） 

２ 収支決算書（様式第１１号） 

３ 補助対象経費の領収書又は支払った金額等が確認できる

書類（写し可） 

４ その他市長が必要と認める書類 

※変更交付決定がされている場合のみ記入してください。 

  

 
交付決定通知書に記載された申請区分・事業名称をそのまま
転記してください。 

 交付決定通知書に記載された交付決定額を記載してください。
（実績報告の金額ではありませんのでご注意ください） 

 
変更交付決定を受けた場合のみ記入してください。 
受けていない場合は空欄で構いません。 

 事業の内容と、参加人数や得られた効果など、実施によって 
何が実現できたかが分かるように記載してください。 

 該当する年度を記入してください 
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様式第１０号（第１２条関係） 

年度 事業実施報告書 

実施区分 □文化芸術活動スタートアップ支援事業 

□文化芸術による魅力創造・展開事業 

 

 

 

 

１ 事業概要 

申請団体名   
申請者名    
申請事業名   

 

（１）開催日時 
 

（２）開催場所 
（会場名、所在地）

 

 
２．実施した事業の内容 

（１）実施した事業の内容 

 

（２）事業の参加者 

①事業への参加者、入場者の人数、属性等について記載してください。 

 

②新しい参加者層が開拓できた場合には、その内容も記載してください。 

 

人数は実数で記載してください。 
参加人数のカウントやアンケートは、事業実施前に準備しておく
と正確に報告できます。 
 

 

・申請した区分（スタートアップ支援／ 
魅力創造・展開）に☑を入れてください。 

・申請団体名・事業名は、交付申請書 
（様式第１号）と同一にしてください。 

 

期日を厳守してください。 
※補助事業が完了した日（完了日）
の翌日から起算して 30 日以内、又は
完了日の属する年度の翌年度（令和 9
年度）の 4 月 10 日のいずれか早い日
までに提出。 

 該当する年度を記入してください 
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３．事業実施後の振り返り 

（１）実現できたこと 
交付申請時に設定した事業の目的について、事業実施により実現できたと感じたこ
とがあれば記載してください。 

 

（２）実現できなかったこと 
交付申請時に設定した事業の目的について、実現できなかったことがあれば記載し 
てください。 

 

（３）その他の成果 
交付申請時には想定していなかったが、（１）で記載した以外に事業を実施して得ら
れた成果があれば記載してください。 

 

（４）参加者・来場者からの意見、メディアの反応 
アンケートへの回答等の参加者や来場者からの意見、メディアの反応等を記載して 
ください。 

 

※必要に応じて欄を拡大して記入してください。Ａ４サイズ３枚以内となるよう

にしてください。 

 
参加者・来場者の声やメディアの反応は、
可能な範囲で具体的に引用すると、事業の
効果を裏づける記録になります。 

 
実現できたことは、申請時に掲げた目的
と対応させて記載すると、事業の成果が
伝わりやすくなります。 
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様式第１１号(第１２条関係)  

年度 収支決算書 

 

申請団体名

申請事業名 

収入 (単位 円) 

収 入 の 種 類 決 算 額 内 容 説 明( 算 出 基 礎 等 ) 

入場料・参加料 27,500 ワークショップ参加料 @500円×55人＝27,500円 

民間団体からの協賛 

金、寄附金等 
 0  

国・地方公共団体から 
の補助金等 

0   

その他収入 0   

上記小計(a) 27,500  

自己負担額(b) 13,300  

京田辺市補助金(c) 78,000 ≦(e)×2/3 (1,000 円未満切り捨て) 

≦申請区分ごとの補助上限額 

収 入 合 計 

(d)=(a＋b＋c) 
118,800 

 

支出 (単位 円) 

項 目 決 算 額 
左のうち京田辺 
市補助金充当額 

内 容 説 明( 算 出 基 礎 等 ) 

 

 

 

 

補

助

対

象

経

費 

消耗品費 
 
印刷製本費 
通信運搬費 
保険料 
謝金 
使用料及び賃借料 
 
 

9,000 
 

18,000 
2,800 
5,000 

60,000 
24,000 

 
 

0 
 

0 
0 
0 

60,000 
18,000 

 

画用紙 @50円×100枚＝5,000円 
カラーペン @250円×16本＝4,000円 
チラシ印刷 @18円×1,000枚＝18,000円 
チラシ郵送料 @100円×28箇所＝2,800円 
催事保険料 参加者55名×1日分 5,000円
外部講師謝金 @20,000円×3回＝60,000円 
会場使用料 @4,000円×6回＝24,000円 

 

支出合計(e) 118,800 78,000  

※収支決算書は１枚にまとめてください。(内訳が多い場合は、別紙を添付してそちらに詳細

を記入してください。) 

 

「一式」ではなく、単価・数量・用
途が分かるよう具体的に記載してく
ださい。対応する領収書が確認でき
るよう整理しておいてください。 

 

実際に収入があったものを決算額で記載
してください。内容説明には単価×数量
など算出根拠が分かるように記入してく
ださい。 

 収入合計(d)と支出合計(e)が必ず一致するようにしてくだ
さい。 

 
補助金額は「支出合計(e)の３分の２以内（1,000 円未満切り捨
て）」かつ「申請区分の上限額以内」に収めてください。交付
決定額を超えることはできません。 

 該当する年度を記入してください 
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様式第１３号（第１４条関係） 

年 月 日 

 

（あて先）京田辺市長  

団体名 

代表者氏名 

 

京田辺市文化振興計画実現モデル事業補助金交付請求書 

 

京田辺市文化振興計画実現モデル事業補助金交付要綱第１４条の規定によ

り、下記のとおり請求します。 

 

記 

 

１ 事業の名称    

２ 補助金確定額  円 

 

３ 補助金の振込先口座 

金融機関名・支店名 
 

口座番号 当座・普通 Ｎo. 

口座名義フリガナ 
 

口座名義 
 

※代表者氏名又は団体名と口座名義が異なる場合は、記入してください。 

 

上記口座に振り込みをお願いします。 

代表者氏名  

 

  

 
確定通知書に記載された補助金確定額を記載して
ください（交付決定額や実績報告の金額ではな
く、確定後の金額です） 

 

振込先は、原則として申請団体の口座を記載してく
ださい。通帳等で口座番号・名義フリガナを正確に
ご確認ください。 

 
実績報告後に市から送付される「補助金額の確定
通知書」を受け取ってから提出する様式です。 
確定通知前には提出できません。 
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 ＜領収書貼付用台紙＞ 

令和８年度 京田辺市文化振興計画実現モデル事業補助金 

※「収支決算書」の費目（項目）ごとに台紙を分けて貼り付けてください。また、複数の費目の領収書

を１枚の台紙にまとめないでください。 

項 目 使用料及び賃借料 領収書番号 〇―１、２ 

※この枠内に領収書・レシート等の写しを貼り付けてください。 

（原本は、自己保管してください） 

 

 

 「項目」ごとに 
記載してください。 
 

 
この台紙に貼付している領収書の番号
を記入してください 

 領収書番号を記載してください 

 領収書の宛名は団体名で受領してくだ
さい 

 
会場費は、必ず【利用日】【利用場所】が記載された領収書
としてください。もしくは、利用許可証など、利用日や利用
場所が確認できる書類の写しを併せて提出してください 

 
提出書類は、全て写し（コピー）を提出してください。 
原本は、自己保管してください。 

領収書貼付用紙の参考です。 
（必ずこの様式を使う必要はありません） 



21 
 

＜領収書貼付用台紙＞ 

令和８年度 京田辺市文化振興計画実現モデル事業補助金 

※「収支決算書」の費目（項目）ごとに台紙を分けて貼り付けてください。また、複数の費目の領収書

を１枚の台紙にまとめないでください。 

項 目 消耗品費 領収書番号 ■-１、２、３ 

 ※この枠内に領収書・レシート等の写しを貼り付けてください。 

（原本は、自己保管してください） 

 

  

 補助対象外経費が含まれる領収書を添付する場合は、補助対
象経費がわかるようにマーカー等で線を引いてください。 

 
補助対象外経費が含まれる領収書の場合は、当該レシートの
補助対象経費の使途と合計額を欄外に記載してください。 

 
支払い時にポイントを使用した場合
は、値引き後の金額のみ補助対象と
なります。（この例では 4,000 円） 

 
カード番号や有効期限など、本申請
に関連がない部分については黒塗り
していただいて構いません。 

 
レシートの表示では品目の詳細がわから
ない場合、手書きで構いませんので、各
品目の詳細と使途を記入してください。 
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＜出務管理表兼領収書（謝金）＞ 

※外部の講師・出演者等への謝金について、領収書に代えて本様式を提出することができます。 

1 ／ 2 枚目 
氏名（受領者） 
田辺 花子 

領収書番号 
〇 

 

日 付 
出務時間 出務内容 

（補助事業との関連性が分かる 
ように記入してください。） 

金額／日 確認欄 
領収状況 

（領収済の場合は受
領者のフルネームの

署名又は押印） 開始 終了 休憩 
（時間） 

令和８年９月５日 10:00 12:00 ― 
○○ワークショップ 外部講師 
（ファシリテーター／全３回の
うち第１回） 

20,000 円 京田辺 太郎 田辺 花子 

令和８年９月 12 日 10:00 12:00 ― 
○○ワークショップ 外部講師 
（ファシリテーター／全３回の
うち第２回） 

20,000 円 京田辺 太郎 田辺 花子 

令和８年９月 19 日 10:00 12:00 ― 
○○ワークショップ 外部講師 
（ファシリテーター／全３回の
うち第３回） 

20,000 円 京田辺 太郎 田辺 花子 

令和 年 月 日    
 

 
  

令和 年 月 日        

令和 年 月 日        

令和 年 月 日   
  

   

令和 年 月 日        

令和 年 月 日        

令和 年 月 日        

令和 年 月 日        

 小 計 60,000 円  

 合 計 60,000 円  

 

 

「出務内容」は、補助事業との
関連性が分かるよう、実施内容
を具体的に記入してください
（「一式」等の記載は不可） 

 
源泉徴収等を行う場合は、実際に支払っ
た(受領)金額を記入してください。 

 
押印の場合、シャチ
ハタではなく朱肉で
押印してください 

 

「確認欄」は申請団体の担当者
が出務内容・金額を確認して署
名又は押印し、「領収状況」は
支払を受けた方(受領者)ご本人
が署名又は押印してください 

 
申請団体の構成員に対して支払う人件費・謝金等は「補助対象外」です。 
本様式は外部の講師等への謝金にご使用ください。 


